
739 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 18:52:37 ID:8Ca0U+5r 
ゆいあずファンがこの画像を見ると心停止の恐れがあります 

740 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 18:59:12 ID:1TJb4pQr 

739 
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741 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 19:02:59 ID:B75RSpb5 

739 

すげええええ 

742 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 19:17:56 ID:jlxVp+j2 

739 

待たせやがって・・・待たせやがって！ 
梓からアプローチかけてるのって初めてじゃないか？ 

743 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 19:22:07 ID:7UxiTlxW 
「あずにゃんえろぺろ」 
「唯先輩スレチです」 

744 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 19:40:13 ID:Q9Eff3PL 

739 

そろそろ唯あずフラグ回収の時期だと思ってたんだｗ 

745 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 20:56:42 ID:Ea5p9nrw 



739 

やべぇぇぇぇえ！！ 
心配停止どころの話じゃねーぞ！！ 

746 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 21:09:02 ID:5cJQkk7S 

739 

いよっしゃああああああああああああああああ 

747 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 21:42:19 ID:h1zp9dM1 

739 

すべり台の上？ 
どういうシチュエーションだよ 
誰か台詞をつけてくださいｗ 

748 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 22:10:12 ID:jlxVp+j2 

747 

スリーパーホールドで唯の首を絞める梓 
消えていく命を感じながら、こらえきれず泣きながら訴える 

梓「唯先輩・・・何か言ってくださいッッッ」 
唯「あずにゃん・・・・・・きみの手が暖かい」 

749 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 22:13:30 ID:18nNG2zc 
律「唯ー梓ー撮るぞー」 
唯「すべーるー」 

梓「ちょっセンパイ踏ん張ってください！」 
唯「むーりー」 
ガシッ 

梓「こうしてますからがんばってください///」 
唯「おおぅあずにゃんあったか～い♪」 

梓「り、律センパイっ早く撮ってくださいっ！」 
律「２８２８」 

750 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/07(木) 23:07:12 ID:gJ6o0gT9 

739 



唯「ねーねーあずにゃん、寒いからもっとくっつこうよ～」 

梓「え？で、でもここじゃ狭いし…そうだ、じゃあこうしましょう」 

唯「わぁ、あずにゃんあったかーい♪」 

梓「と、特別ですからね」 

唯「えへへっ♪あずにゃ～ん♪」 

ヤバいニヤニヤが止まらない… 

751 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/08(金) 00:39:33 ID:u2Z+cUr+ 

750 

やべぇ…顔がニヤケて元にもどらねーぞ 

ゆいあず以上のカプなどこの世に存在するのかね？ 

752 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/08(金) 01:07:48 ID:dKo1ul5y 

749 
750 

どっちのシチュもぴったり合ってていい！ 

756 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/08(金) 02:08:26 ID:uBAMu4Ft 
生きててよかった 

俺アニメージュ買ってくるわ 

757 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/08(金) 02:19:38 ID:kzaqk0nT 
やっぱり生きていれば良いことはあるもんだな 

唯梓が最高すぎて生きるのが楽しい 

784 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/09(土) 16:40:41 ID:kpeETcyy 
今回のきららはムギのお話でした 

スレチの話題ではあるけど、ムギちゃん可愛いｗ 

ゆいあず的には、他の先輩方と総称するときに 
唯先輩たちは～と言ったところとか 

ラストから２個目で、質問の答えにほわっとなってるところくらいかなあ 

妄想的にはムギと梓が二人きりで楽しそうにしていることにこっそり嫉妬するけど 
二人とも大好きだから、その二人が仲良くしてるのはやはり嬉しくて 

だから表面上はいつもどおりの自分を装うけど 
帰り道二人きりになったときにきゅっと梓に抱きつく唯とかの映像がｗ 

786 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/09(土) 17:55:40 ID:9ciDBlYK 



梓は澪の事は尊敬の対象だけどムギの事は性的な目で見てるな 
唯ピンチ！ 

788 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/09(土) 19:58:11 ID:b8SU/POk 
しかし唯も唯で、憂や和などいろんな人とフラグ立ててるからなぁ 

たまには嫉妬させる為に、とかなら超萌える 

789 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/09(土) 23:23:29 ID:m9rtAlJh 
梓「それでですね、ムギ先輩ったらホントにかわいいんですよ～♪」 

唯「へ、へぇー」 
梓「見た目によらず子供っぽいところがあるんですよね～♪」 

唯「そ、そうだね！ムギちゃんってお茶目だよねぇ」 
梓「あとそれから…」 
唯「……」ｽﾞｷ… 

だ、だめだよ私、こんな気持ちになっちゃ！ 
ムギちゃんとあずにゃんが仲良くするのはとってもいいことなんだし、かわいいところを見つける

のだって大切なことなんだから！ 
…だから、やきもちなんて焼いちゃだめなんだ。 

でも、あずにゃんがこんなに楽しそうにしゃべるなんて、そんなにうれしかったのかな。 

ちょっとだけ…寂しいな。 

唯「……」ｷｭｯ 
梓「唯先輩？」 

唯「ねぇあずにゃん…ムギちゃんて、私よりかわいい？」 
梓「はい？いきなりなんですか？」 
唯「…別に、なんとなくだけど」 

梓「そうですねぇ、どっちかといえば…」 
唯「……」 

790 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/09(土) 23:28:08 ID:m9rtAlJh 
梓「…どっちもかわいいですよ！」ｷﾞｭｯ 

唯「わっ？」 
梓「ムギ先輩にはムギ先輩のかわいいところがあるし、唯先輩には唯先輩のかわいいところがある

んです。だからどっちが上だとか、そういうのはないんですよ」 
唯「そ、そっか…」 

梓「あれ、もしかして唯先輩、やきもち焼いてたんですか？」 
唯「そ、そういうわけじゃないよ！？まさか私がそんな心のせまいことするわけな…」 

梓「ふふっ♪」 

あずにゃんは少し呆れたような、少しうれしそうな、そんな表情で私の頭をｸｼｬｸｼｬに撫でた。 

梓「はいはい、無理しないでいいですよー♪」 
唯「わ、あ、あずにゃんやめてよぉー！」 

また投下… 
なんとなく、唯は嫉妬してもそれを我慢する感じ。でも隠しきれず梓にからかわれたり、かわいがら

れる感じだな 

797 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/10(日) 03:06:40 ID:i9XlKHsc 
職人GJ！ 
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800 ：お姉さん唯に悶々とする梓の図 ：2010/01/10(日) 04:11:11 ID:A5/gMY5W 
「…あれ、唯先輩だけですか？」 

「うん♪今日は掃除当番じゃないから早く来たんだー」 
「そうですか…はっ！」ｼｭﾊﾞｯ 

だとしたら思い切り抱きつかれる！？しっかりガードを… 

「どうしたの？」 
「あ、あれ…？」 

今日はおとなしい…？いつもは抱きついてきてスリスリするのに…どうしたんだろう。 

「じゃあ私皆さんが来るまでギターの練習するんで、邪魔しないでくださいよ！」 
「あ、待ってあずにゃん」ｷｭｯ 

「な、なんですか！？ちょっと静かだと思ったらやっぱりちょっかいを…！」 
「やっぱり。こんなに手が冷たくなってる！ダメだよ手袋しなきゃ」 

「わ…忘れたんですよ」 
「じゃああったまるようにしばらく握っててあげるね♪かじかんでたら上手く弾けないから」 

「は…はぃ…？」 
「まだ部屋あったまってないからマフラーもしてた方がいいよ。あと膝掛けもしようね」 

「え、えっと…」 
「はい、これで寒くないね♪」 

「あ、あり…がとう…ございます…」 
「いいんだよ♪私、あずにゃんが風邪ひいちゃったら嫌だもん」 

な、なんなの！？なんで今日の唯先輩はこんなに優しくて大人っぽいのー！？ 

「あずにゃん♪」 
「……///」 



801 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/10(日) 12:22:57 ID:mFGbsSqD 
続き！続き！ 

802 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/10(日) 13:18:44 ID:UF8pTtTZ 
続きはWebで！ 

803 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/10(日) 13:46:55 ID:kC4zL2Pw 
ここがWebだ！ 

804 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/10(日) 15:01:31 ID:87k6Rneh 
続きはＤＶＤで！ 

いわゆる「……///商法」 

805 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/10(日) 22:23:14 ID:s0O9C01q 
良し、10万出そう。 

811 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/12(火) 03:12:42 ID:8Y/3uUzx 
１２話辺りだともうすっかり落ちてる感じだよね 

ギターカッコイイ！軽音部入ろう！ 
何このだらけた先輩…でも、ぎゅっとされるとなんかほわっとするな 

何で練習してる様子も無いのに上手くなってるんだろう… 
ちゃんと練習してたんだ…やっと一緒に練習できる 

…唯先輩、あったかいな。ぎゅっとされるの、悪くないかも 
メンテナンス知らなかったなんて…この人は私がついてないとダメなんだから 

唯先輩、風邪引いたんだ…律先輩が移したせいですよ…って違うの？ 
唯先輩抜きの演奏…仕方がないことかもしれないけど、なんかやだな 
やっぱりいや！唯先輩がいないのなら、演奏する意味無いよ！ 

…唯先輩、やっぱり来てくれた…でも、なんで真っ先に来てくれないんですか 
でもギュッとしてくれたから、私のために頑張るって行ってくれたから…特別ですよ 
まさかギター忘れるなんて…でも、病気治すのに一生懸命だったから、仕方ないかな 
唯先輩はいないけど、戻ってくるからそのときまで頑張ろう…でもやっぱり寂しいかも 
唯先輩、来た！…美味しい台詞は皆先輩たちに取られちゃったけど、私も同じ気持ちですよ 

盛り上がったなあ…やっぱり、唯先輩がいないとダメですね、私……たち 
困ってたら、すぐ駆けつけてくれた…こんなときに頼りになるなんて、こんなんじゃもっと――に

なっちゃいますよ 
(二期へ続く) 

１４話の先行画像とかでも背中から抱きついているシーンあるし 
この間の梓→唯ハグ事件もあったし… 

期待と妄想は膨らみます 

812 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/12(火) 11:49:04 ID:MQMPCNH2 

811 

テンプレに使えるなｗ 



813 ：イチャイチャ唯あず（関西風） ：2010/01/12(火) 23:59:56 ID:1rH+sPs6 
唯「あずにゃん、あんなー？」 

梓「どないしたん唯先輩？」 

唯「うち、あずにゃんのこと好きやねん♪」 

梓「な、なにゆうてるーん♪」 

唯「嘘やないで、ホンマやでー？」 

梓「うん。わかってる～♪でも恥ずかしいねん。なんぼ好き好き言われても慣れられへんわー」 

唯「慣れんでええんよー？うち、ずっとドキドキしてもらえるなら、うれしいねんから」 

梓「そ、そやね…うちもその方が新鮮でええわぁ…ほな、帰りにたこ焼き食べてこか♪」 

唯「せやな♪」 

おわりやで 
どうや！ 

846 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/16(土) 04:59:55 ID:Sa/0idyz 
誰かこの唯と梓で書いてくれ 

847 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/16(土) 05:45:01 ID:Bdf6eocI 
どこと無く知的に見えるｗ 

最初からそういう設定でじゃなくても 
和から眼鏡借りてきて、眼鏡っ子になって遊んでいる唯に 

いつもと違う印象を受けて妙にどきどきしてしまう梓とかの話でもいいかも 

でもキスする直前には、唯の眼鏡をそっと外して 
やはりこの、いつもの先輩がいいです、なんて言いつつ唇を… 

とかいう梓まで妄想 

856 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/17(日) 03:27:57 ID:x3yB8YRD 
最近のゆいあずはやきもち通り越してヤンデレに見える 

857 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/17(日) 04:00:25 ID:h5IaI7dP 
もう餅を焼く程度じゃ飽き足らなくなってきているのさ 

妬いて妬いて妬いて 
これがほんとの 
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903 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/23(土) 15:49:45 ID:npjfXmIrO 
そういえば、あの滑り台は本編ででないのかなぁ 

2期で期待しちゃっていいのかな？ 

905 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/24(日) 16:02:16 ID:o2nwW2R80 

903 

唯と梓が2人で帰ってる途中で、唯が滑り台滑りたがって、最初はしぶしぶ付き合ってた梓だけど、 
だんだんと楽しくなってきて、2人で密着して滑りながらはしゃぎまくる、とかあればいいな 
あと、滑り台の上で、ギターのこととかちょっと真面目に語り合うってシチュもいいかも 

906 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/24(日) 20:04:05 ID:C0RQB6BJ0 
ギターのメンテナンスにかこつけて、休日デートに誘う梓 

的な展開とかあるといいね 
代えの弦を購入したはいいけど、張替え方がわからなくて 
仕方ない振りをしつつ、自宅に招いて弦の張り替え方を教えて 

折角だからと、その他の手入れ法まで教え始めて 
確信犯的に代えるにはもう遅い時間まで引き止めて 

なし崩し的にお泊りに持っていく梓とか。 
これでメンテナンスは完璧ですね、うん、完璧だよ！なんて答える唯に 
それじゃ今度は私のメンテナンスを（ｒｙ　なんて言う梓とかね！ 

何ですぐエロ妄想に行くか、自分を問い詰めたい 

907 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/24(日) 22:40:01 ID:U3jED9/20 
それじゃ今度は私のメンテナンスを（ｒｙ　 

それでお願いします 

908 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/24(日) 23:32:26 ID:lyeSqmCn0 
ギー太メンテナンス→じゃあ次は唯先輩をメンテナンスってのもありですよね！？ 

914 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/25(月) 02:35:02 ID:ZpZcKqWX0 
はなまるに唯と梓が出演したようで 
思わぬところで唯梓分補給できたなｗ 

916 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/25(月) 02:40:30 ID:/JpFtLxj0 



これだね 
http://uploda.tv/jlab-live/k/s/live1264352811360.jpg　 

920 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/25(月) 03:25:37 ID:BxhoelfW0 

916 

これは妄想が膨らむｗｗ 

梓「唯先輩、そろそろ帰りませんか？もう真っ暗ですよ」 
唯「もうちょっとー、あ、ほらほら、見てあずにゃん！あそこなんか面白そうだよ！」 

梓「居酒屋じゃないですか…言っておきますが、入れませんよ？」 
唯「ええー…」 

梓「当たり前じゃないですか、未成年なんですから」 
唯「そ、それじゃ、あっち！あれ何かなー」 

梓「…先輩、さすがにそろそろ帰らないと、私もまずいです」 
唯「あ…うん、ごめんね…」 

梓「何かあったんですか？…憂とけんかして、家に帰りたくないとか…」 
唯「ううん、それはないよ～私たち仲良しだもん！」 

梓「まあ、知ってますけどね」 
唯「でも、帰りたくない…ってのはあってるかも…」 

梓「そうなんですか？」 
唯「うん、なんかね…変だなって思うんだけど…」 

梓「なんですか？」 
唯「あずにゃんと離れたくない…って」 

梓「…え？」 
唯「…家に帰らずにこのままもうちょっともうちょっとって言ってれば、ずっと一緒にいられるか

なって…あはは、変だよね私」 
梓「唯先輩…」 

唯「ごめんね、こんな遅くまで連れ回しちゃって…そろそろ、かえろっか」 
梓「…いやです」 
唯「え？」 

梓「先輩が悪いんですよ、そんなこと言うから…今度は私が、先輩を帰したくなくなりました」 
唯「あ、あずにゃん…」 

梓「とりあえず、あそこに入りましょう。さすがにこの時間に制服でうろつくのは、いろんな意味で
危ないですから」 

唯「う、うん…って、あそこラブｈ（ｒｙ」 
梓「せ、先輩、声が大きいです！」 
唯「ご、ごめんね…だ、だって」 
梓「…駄目ですか？」 

唯「…ううん、あずにゃんがいいなら…いいよ」 

以下自重 

936 ：名無しさん＠お腹いっぱい。 ：2010/01/28(木) 17:18:42 ID:bk7L1Mu70 
梓も少なくともＨＴＴとしては初めてのライブハウスでハイになってたんでしょうね 
それでも、いつもと変わらない唯に他のみんな同様緊張をほぐされていたんだろうなあ。 

やっぱり唯はなんだかんだでみんなの中心にいるんだなと思った回でした。 
というまともな感想で終わるはずなのに 

――ライブハウス、個室内 
唯「あずにゃん、緊張してるの？」 
梓「そ、そんなことは……ないです」 

唯「ほんと？」 



梓「……唯先輩にごまかしても仕方ないですね。ほんとは、緊張してるみたいです」 
唯「そっかぁ……なんか様子おかしいなって思ってたんだ」ｷﾞｭ 

梓「ひゃっ！な、何でそこで抱きつくんですか」 
唯「ん～あずにゃんの緊張をほぐしてあげようって」 

梓「こ、こんなんでほぐれるわけが…」 
唯「…ない？」 

梓「うぅ…あるみたいです…」 
唯「ふふっ」 

梓「…唯先輩は、緊張とかしないんですか？」 
唯「もー、私だって緊張くらいするよ？」 

梓「だって、ぜんぜん平気そうじゃないですか」 
唯「今は平気だからね！…こうしてあずにゃんをぎゅっとできたから」 

梓「…せんぱい」 
唯「もう大丈夫？」 

梓「…まだ緊張してるみたいです…だから」 
唯「…もっと、だよね」 
梓「はい…あ…」 

唯「安心して、あずにゃんの緊張がほぐれるまで…してあげるから」 
梓「はい…お願いします、唯せんぱ…い…」 

なんでこう、唯先輩に身も心もほぐされました的な妄想に発展するのかもう 


